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（ ２ ）　 無形民俗文化財

№ 名　 称 概　 　 要 所在地 保護団体 指定年月日

指定番号

（ 指定証書

番号）

最寄り駅

（ 備考）

1 閏戸の式三番

10 月第２ 土曜日に愛宕神社脇の常

設舞台で奉納さ れる 。 能大成後の

舞で、 宝永期に復活し て伝承さ れ

た民俗芸能。

蓮田市閏戸
閏戸の式三番

保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第１ 号

Ｊ Ｒ宇都宮線

蓮田駅

2 横瀬の人形芝居

５ 月第２ 日曜日と 秋に開催のよ こ

ぜまつり 等に公演。 一人遣い指人

形で説経節にあわせ演じる 。「 小栗

判官実道記」「 江戸紫恋緋鹿子」「 芦

屋道満大内鑑」「 日高川入相桜」 等

を上演。

秩父郡横瀬町

横瀬

横瀬人形芝居

保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第２ 号

西武秩父線

横瀬駅

3 白久の人形芝居

４ 月第３ 日曜日、 豆早原公会堂で

公開。 義太夫の語り に合わせ、 一

体の人形を２ 人で操り 手を竹串で

動かす。「 御所桜堀川夜討」 などが

上演。

秩父市荒川白久
白久串人形

芝居保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第３ 号

秩父鉄道

白久駅

4 やったり 踊り

７ 月 15 日に近い土曜日、 香取神社

祭礼で公開。 笛・ 太鼓・ 音頭に合

わせて若衆が「 手踊り 」 と 「 扇子

踊り 」 を踊る。 弥勒踊り の一種。

春日部市大畑
やったり 踊り

保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第４ 号

東武伊勢崎線

武里駅

5 坂戸の大宮住吉神楽

２ 月 23 日、 ４ 月第１ 日曜日、 11 月

23 日等に大宮住吉神社で公開。 神

社の氏子によ って演じ ら れる 。 一

曲一座形式で、 22 座の演目が伝わ

り 、 江戸里神楽の古い伝統を守る。

坂戸市塚越
大宮住吉神楽

保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第５ 号

東武東上線

坂戸駅

6 萩日吉神社神楽

４ 月 29 日に太々神楽が、 １ 月第３

日曜日に小神楽が公開。 一神一座

形式で 36 座ある。 秩父神社系統と

上州系の神楽の影響が見られる。

比企郡と きが

わ町西平

萩日吉神社

神楽保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第６ 号

Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅

7 駒衣の伊勢音頭

駒衣の八坂神社祭礼である ７ 月 25

日に公開。 屋台の行く 沿道の農家

の庭や神社の境内で若衆が演ずる 。

曲目は「 手踊」 と 「 段物」 に大別

される。

児玉郡美里町

駒衣

駒衣伊勢音頭

保存会

昭 30・ 11・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第７ 号

Ｊ Ｒ 八高線

松久駅

8 南大塚の餅つき踊り

成人の日の前日、 西福寺と 菅原神

社で公開。 西福寺から 菅原神社へ

の移動では臼を引き ずり ながら 餅

をつく 「 ひきずり 餅」 が行われる 。

３ 人や６ 人でつく 曲づき に特徴が

ある。

川越市南大塚
南大塚餅つき

踊り 保存会

昭 34・ 3・ 20

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第９ 号

西武新宿線

南大塚駅

9 川越祭り ばやし

春秋の地元の祭礼や 10 月第３ 土・

日曜日の川越氷川祭で公開。 神田

流囃子の系統。 中台（ 王蔵流）、 今

福（ 芝金杉流）。

川越市今福
中台囃子連中

今福囃子連中

昭 34・ 3・ 20

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第 17 号

Ｊ Ｒ 川越線

東武東上線

川越駅、

西武池袋線

本川越駅

10 金谷の餅つき踊り

11 月 23 日、 氷川神社で公開。 坂

上田村麻呂の悪竜退治にまつわる

起源が伝承さ れる。 県内で広く 行

われていた帯解き 餅が芸能化し た

もの。

東松山市上野本
金谷の餅つき

踊り 保存会

昭 35・ 3・ 1

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第 10 号

東武東上線

東松山駅
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11 内ヶ島の万作

公開は不定期。 手踊り （ 七福神、

松づく し等）、段物（ お半長右衛門、

鬼神お松等） を伝承し ている 。 県

北の伊勢音頭を基盤と する 代表的

万作。

深谷市内ヶ島
内ヶ島万作踊り

保存会

昭 41・ 3・ 8

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第 12 号

Ｊ Ｒ 高崎線

深谷駅

12 貴布祢神社神楽

春祭（ ４ 月３ 日）、 秋祭（ 10 月第

１ 日曜日） に公開。 一曲一座形式

で 36 座。 神話を題材と し た黙劇風

の里神楽で西秩父の代表的なも の

である。

秩父市下吉田

字井上

貴布祢神社

神楽保存会

昭 42・ 3・ 28

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第 13 号

秩父鉄道

皆野駅

13 老袋の万作

４ 月第２ 日曜日、 氷川神社で公開。

踊り は、 下妻踊り を基調と する 県

西部を代表する万作。 段物では「 焼

山峠」「 笠松峠」 等が公開される。

川越市下老袋
老袋万作

保存会

昭 48・ 3・ 9

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第 15 号

Ｊ Ｒ 川越線

東武東上線

川越駅、

西武池袋線

本川越駅

14 小鹿野の歌舞伎芝居

11 月第３ 日曜日と その前日ほか小

鹿野町内で公開。 旧大和座の系統

を引く 地芝居。 現在、 演じ ら れる

のは「 熊谷陣屋」「 奥州安達原」 等

である。

秩父郡小鹿野

町小鹿野

小鹿野歌舞伎

保存会

昭 50・ 3・ 31

（ 指定替）

昭 52・ 3・ 29

埼文証

第 16 号

秩父鉄道

秩父駅、

西武秩父線

西武秩父駅

15 入曽の獅子舞

10 月中旬の土・ 日曜日、 金剛院・

入間野神社で公開。「 前狂い」「 後

狂い」 の２ 庭がある 一曲形式の獅

子舞である。 入間地域の典型的な

獅子舞。

狭山市北入曽
入曽の獅子舞

保存会

昭 33・ 3・ 20

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 18 号

西武新宿線

入曽駅

16 越畑の獅子舞

７ 月 25 日前後の日曜日の八宮神社

夏祭り 等で公開。 伊勢山田から 習

い受けたと 伝えられている。「 初庭」

と 「 二庭」 で構成さ れ、 付属芸能

に棒術がある。

比企郡嵐山町

越畑

越畑八宮神社

獅子舞保存会

昭 33・ 3・ 20

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 19 号

東武東上線

武蔵嵐山駅

17 芦ヶ久保の獅子舞

8 月 16 日に白鬚神社で公開。 宝暦

年間に越後から 伝授さ れたと 言い

伝えら れる 。 幣掛り ・ 眼忍び・ 蛇

掛り ・ 十文字・ 花掛り ・ 女獅子隠し・

竿掛り ・ 白刃の８ 庭が伝承さ れる。

秩父郡横瀬町

芦ヶ久保

芦ヶ久保

獅子舞保存会

昭 33・ 3・ 20

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 20 号

西武秩父線

芦ヶ久保駅

18 西金野井の獅子舞

海の日に近い日曜日に公開。 悪疫

退散や雨乞い等を祈願し 奉納舞や

辻切り を行う 。 竜頭型の獅子頭で

舞われる。 本県東部系統であり 、

辻切り などが特色。

春日部市

西金野井

西金野井

獅子舞保存会

昭 33・ 3・ 20

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 21 号

東武野田線

南桜井駅

19 原馬室の獅子舞

７ 月中旬、 ８ 月 18 日、 観音堂等で

公開。 天正２ 年に田楽師が伝授し

たと 伝えら れる。 一曲形式で、 県

中央部系統の代表的獅子舞。 付属

芸能に棒術がある。

鴻巣市原馬室
原馬室獅子舞

棒術保存会

昭 37・ 3・ 10

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 22 号

Ｊ Ｒ 高崎線

鴻巣駅

20 浦山の獅子舞

８ 月 16 日には盆獅子と し て、 10

月第４ 土・ 日曜日には祈願獅子と

して昌安寺・ 大日堂で公開さ れる 。

秩父地域を代表する獅子舞。

秩父市浦山
浦山大日堂

獅子舞保存会

昭 37・ 3・ 10

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 23 号

秩父鉄道

浦山口駅
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21 皆野椋神社の獅子舞

10 月７ ・ ８ 日の椋神社例大祭の付

祭り で公開。 12 頭の獅子と ４ 人の

仲立ちで舞う 16 人ザサラ が有名。

舞踊的・ 様式的性格を持つ獅子舞。

秩父郡皆野町

皆野

椋神社

古典芸能

保存会

昭 37・ 3・ 10

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 24 号

秩父鉄道

皆野駅

22 下間久里の獅子舞

７ 月第３ 日曜日に香取神社で奉納

後、 悪疫退散・ 五穀豊穣を祈願し

ながら 村回り を行う 。 祈祷獅子の

形態を保持し 、 県東部系統の特色

を持つ。

越谷市下間久里
下間久里

獅子舞連中

昭 37・ 3・ 10

（ 指定替）

昭 54・ 3・ 27

埼文証

第 25 号

埼文指

第 169 号

東武伊勢崎線

大袋駅

23 石原の獅子舞

４ 月第３ 土・ 日曜日に観音寺で公

開。 県中央部系統の中で川越周辺

を代表する獅子舞。

川越市石原町
石原のさ さ ら

獅子舞保存会
昭 55・ 3・ 29

埼文証

第 26 号

Ｊ Ｒ 川越線

東武東上線

川越駅、

西武池袋線

本川越駅

24 下中条の獅子舞

８ 月 18 日に近い日曜日に公開。 県

北部系統の獅子舞のなかでも 、 鐘

の中の大蛇を獅子が退治する 内容

の鐘巻等、 特色のある演目をも つ。

付属芸能に棒術。

行田市下中条
下中条

獅子舞保存会
昭 55・ 3・ 29

埼文証

第 27 号

秩父鉄道

武州荒木駅

25 下名栗の獅子舞

８ 月 25 日に近い土・ 日曜日下名栗

諏訪神社で公開。 入間西部におけ

る獅子舞の特色をよく 残し 、 巻物・

秘伝書等の資料も 保存している。

飯能市下名栗

下名栗

諏訪神社

獅子舞保存会

昭 62・ 3・ 24

埼文証

第 29 号

埼文指

第 342 号

西武池袋線

飯能駅、

Ｊ Ｒ 八高線

東飯能駅

26 飯田八幡神社の祭り

12 月第２ 日曜日と その前日に行わ

れる祭り で、通称「 鉄砲祭」。 神馬・

大名行列、 神輿徒御と 川瀬神事等

から なる 神事の部分と 笠鉾・ 屋台

曳行等のつけ祭り と 呼ばれる 部分

に大別できる。

秩父郡小鹿野

町飯田

八幡神社祭り

保存会
昭 62・ 3・ 24

埼文証

第 30 号

埼文指

第 343 号

秩父鉄道

秩父駅

27 白久のテンゴウ祭り

７ 歳から 15 歳ま での男子が行事

１ ヶ 月前に川原や山に麦藁で小屋

を立て、 旧暦 11 月 15 日に火難除

けなどを願って小屋に火を付けて

燃やす行事。

秩父市荒川白

久字原
原区 昭 63・ 2・ 26

埼文証

第 33 号

埼文指

第 354 号

秩父鉄道

白久駅

28 大波見のド ンド 焼き

１ 月 14 日の朝、 子供が門松や松飾

り などを集め、 川原に竹で小屋を

掛け松飾り で葺き、 夜、 小屋に火

をつけて燃やす行事。

秩父市上吉田

字大波見
大波見区 昭 63・ 2・ 26

埼文証

第 34 号

埼文指

第 355 号

秩父鉄道

皆野駅

29 半平の天王焼き

海の日の前日に行われる 夏の火祭

り 行事。 小中学生の男子が竹で小

屋を作り 、 麦藁で葺き 、 午後、 小

屋へ集ま り 松明に火をつけ小屋を

燃やす行事。

秩父郡小鹿野

町三山字半平

半平の

天王焼き

保存会

昭 63・ 2・ 26

埼文証

第 35 号

埼文指

第 356 号

秩父鉄道

秩父駅

御花畑駅、

西武秩父線

西武秩父駅

30 橋詰のド ウロク神焼き

１ 月第３ 土曜日の小正月の火祭り

行事。 河原沢川の川原で行われる 。

昼頃から 門松等を集めて小屋がけ

をし 、 小屋の中に２ 体のド ウ ロ ク

神と 呼ばれる 自然石を納め、 夕方

頃に焼く 。

秩父郡小鹿野

町河原沢字橋

詰

橋詰のド ウロク

神焼き保存会
昭 63・ 2・ 26

埼文証

第 36 号

埼文指

第 357 号

秩父鉄道

秩父駅

御花畑駅、

西武秩父線

西武秩父駅
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31
河原沢のオヒ ナゲエ

（ お雛粥）

子ども 達が桃の節供の日に川原に

出て、 雛人形を飾り 粥を食べ、 川

遊びなどし て節供を祝う 行事。 毎

年４ 月３ 日。

秩父郡小鹿野

町河原沢

河原沢

おひなげえ

保存会

昭 63・ 2・ 26

（ 名称変更）

平 11・ 3・ 19

埼文証

第 37 号

埼文指

第 358 号

秩父鉄道

秩父駅

御花畑駅、

西武秩父線

西武秩父駅

32 塚越の花まつり

５ 月３ ・ ４ 日に行われる 灌仏会の

行事。 ３ 日、 子供達が熊野神社に

集まって野山の花で花御堂を作り 、

翌朝、 米山薬師に花御堂と 釈迦誕

生仏を運び上げる。

秩父市上吉田

字塚越

塚越花ま つり

保存会
平 2・ 3・ 28

埼文証

第 38 号

埼文指

第 369 号

秩父鉄道

皆野駅

33 大瀬の獅子舞

７ 月第１ 土曜日及びその翌日に行

われる 浅間神社・ 氷川神社祭礼で

公開。 ７ 月第４ 日曜には「 祈祷獅

子」 と 呼ばれる村回り が行われる 。

寛文年間創始と の伝承をも つ、 県

東南部を代表する獅子舞。

八潮市大瀬
大瀬獅子舞

保存会
平 3・ 3・ 15

埼文証

第 39 号

埼文指

第 372 号

つく ばエク

スプレス

八潮駅

34 梅宮神社の甘酒祭り

２ 月 10・ 11 日の梅宮神社大祭で行

われる 頭屋制の行事。 古い饗宴形

式を残す座揃式を行う 。

狭山市上奥富
梅宮神社

甘酒祭保存会
平 4・ 3・ 11

埼文証

第 40 号

埼文指

第 388 号

西武新宿線

新狭山駅

35 有氏神社の盤台祭り

11 月 19 日の行事。 ふんど し 姿に

なった男性が赤飯入り の盤台を神

輿のよ う にも み、 赤飯を見物に集

まった参拝者に投げる。

児玉郡神川町

下阿久原

有氏神社

裸祭保存会
平 4・ 3・ 11

埼文証

第 41 号

埼文指

第 389 号

Ｊ Ｒ 八高線

丹荘駅

36 台町の獅子舞

７ 月中旬の土・ 日曜日に八坂神社

で公開。 切歌形式の舞いの特徴を

も つ児玉地域の代表的な獅子舞。

寛文年間創始と の伝承を持ち、 当

時の古い獅子頭が保存さ れている。

本庄市本庄
台町獅子舞

保存会
平 5・ 3・ 10

埼文証

第 42 号

埼文指

第 390 号

Ｊ Ｒ 高崎線

本庄駅

37 老袋の弓取式

上・ 中・ 下老袋と 東本宿の氷川神

社の氏子によって２ 月 11 日に行わ

れる 行事。 手製の弓で的を射り 、

天候や作物の豊凶を占う 。

川越市下老袋
老袋の弓取式

保存会
平 8・ 3・ 19

埼文証

第 43 号

Ｊ Ｒ 川越線

東武東上線

川越駅、

西武池袋線

本川越駅

38 出原の天気占い

出原の諏訪神社で２ 月 25 日に行わ

れる 的射の行事。 手製の弓で的を

射て、 天候や豊凶を占う 。

秩父郡小鹿野

町両神薄

出原の

天気占い

保存会

平 8・ 3・ 19
埼文証

第 44 号

秩父鉄道

三峰口駅

39 ほろ祭

敬老の日の前日の古尾谷八幡神社

本祭で行われる 男子の成長を祝う

行事。 ほろし ょ いっこ と 呼ばれる

男子がほろを背負って神輿を先導

する。

川越市古谷本

郷
ほろ祭保存会 平 10・ 3・ 17

埼文証

第 46 号

Ｊ Ｒ 川越線

南古谷駅

40
出雲伊波比神社の

やぶさ め

11 月３ 日に出雲伊波比神社境内の

馬場で氏子の無病息災や五穀豊穣、

養蚕倍増を祈願し て奉納さ れる 。

祭馬３ 頭で「 朝的・ 夕的」 を行う 。

入間郡毛呂山

町岩井西

出雲伊波比神社

やぶさ め

保存会

平 17・ 3・ 22

埼文証

第 47 号

埼文指

第 501 号

Ｊ Ｒ 八高線

毛呂駅、

東武越生線

東毛呂駅

41 萩日吉神社のやぶさめ

３ 年に１ 度の１ 月第３ 日曜日に旧

大河村旧明覚村の氏子が萩日吉神

社に奉納し 、 無病息災や五穀豊穣、

養蚕倍増を祈願する 。 祭馬２ 頭で

「 朝的・ 夕的」 を行う 。

比企郡と きが

わ町西平

萩日吉神社

流鏑馬保存会
平 17・ 3・ 22

埼文証

第 48 号

埼文指

第 502 号

Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅
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42 大野の送神祭

４ 月第２ 日曜日に行われる 大野神

社の例大祭にあわせて実施さ れる 。

疫病退散を願った神送り の行事。

悪霊を神輿に封じ 込めて村境に追

い払う 。

比企郡と きが

わ町大野

大野地域

文化財保存会
平 19・ 3・ 16

埼文指

第 513 号

Ｊ Ｒ 八高線

明覚駅

43 北川崎の虫追い

７ 月 24 日に行われる稲の害虫を集

落外へ追い払う 行事。 川崎神社か

ら 始ま り 、 麦藁製の松明を 持ち、

鉦を叩き、 唱えごと を唱えながら 、

集落の境まで虫を追う 。

越谷市北川崎 北川崎自治会 平 20・ 3・ 14
埼文指

第 517 号

東武伊勢崎線

せんげん台駅

44 椋神社御田植祭

３ 月第１ 日曜日に豊作を祈願し て

行われる 予祝儀礼。 参道を神田に

見立て、 稲作作業を田植え歌を歌

いながら 模擬的に行う 。 代掻き に

馬が登場する。

秩父市蒔田

椋神社

御田植祭

保存会

平 21・ 3・ 17
埼文指

第 520 号

秩父鉄道

秩父駅

45 秩父神社御田植祭

４ 月４ 日に豊作を祈願し て行われ

る 予祝儀礼。 田植え歌を歌いなが

ら 、 竹で作った鍬や馬等を用いて、

苗代作り から 、 田植えまでの稲作

作業を模擬的に行う 。

秩父市番場町

秩父神社

御田植祭

保存会

平 21・ 3・ 17
埼文指

第 521 号

秩父鉄道

秩父駅

御花畑駅、

西武秩父線

西武秩父駅

46
平方祗園祭のどろい

んきょ 行事

７ 月下旬に開催さ れる 平方祗園祭

の一要素と し て行われる 行事。 水

をまいた庭で白木造り の神輿を転

がし 、 悪疫退散を祈願する。

上尾市平方
平方のどろい

んきょ 保存会
平 23・ 3・ 18

埼文指

第 524 号

Ｊ Ｒ 高崎線

上尾駅

47 白石の神送り

毎年５ 月第２ 日曜日に開催さ れる

行事。 災厄の神を檜の葉と 竹でつ

く った御輿に乗せ集落外に送り 出

す行事。

秩父郡東秩父

村白石
白石地区 平 24・ 3・ 16

埼文指

第 526 号

東武東上線

小川町駅

48 松原の真言

真言をと なえながら 小太鼓・ 大太

鼓を演奏する 民俗芸能。 房のつい

た撥を投げあいながら 演奏する の

が特徴的。 現在は泉福寺花祭り ・

施餓鬼の際に奉納。

桶川市川田谷

字松原

松原真言

保存会
平 25・ 3・ 12

埼文指

第 529 号

Ｊ Ｒ 高崎線

桶川駅

49 西久保観世音の鉦はり

４ 基の双盤鉦と １ 基の太鼓を用い、

特殊な節をつけて「 南無阿弥陀仏」

を唱える、 双盤念仏と 呼ばれる 民

俗芸能。 毎年１ 月 17 日と ８ 月 17

日に西久保観音堂にて奉納される。

入間市宮寺
西久保観世音

鉦はり 保存会
平 28・ 3・ 15

埼文指

第 547 号

西武池袋線

狭山ヶ丘駅

50 落合西光寺双盤念仏

毎年４ 月 12 日、 10 月 12 日の薬師

堂の縁日等に行われる 。 ４ 基の双

盤鉦と １ 基の太鼓を用いた引声念

仏の一種。

飯能市落合
西光寺浅草流

双盤念仏保存会
平 29・ 3・ 24

埼文指

第 555 号

西武池袋線

飯能駅

51
秩父川瀬祭の川瀬と

屋台の行事

毎年 7 月 19 日頃から 20 日にかけ

て行われる、お水取り 、神輿洗いと 、

日御碕神社例大祭の付け祭と し て

屋台 4 基・ 笠鉾 4 基を子供たちが

中心と なり 市中を曳き回す行事。

秩父市 川瀬祭保存会 令 3・ 7・ 30
埼文指

第 570 号

秩父鉄道

秩父駅

御花畑駅、

西武秩父線

西武秩父駅


